
市民市民市民市民とととと議会議会議会議会のつどいのつどいのつどいのつどい（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年第年第年第年第２２２２回議会報告会回議会報告会回議会報告会回議会報告会））））実施報告書実施報告書実施報告書実施報告書    

開 催 日 時 平成２４年 １１月１０日（土） １９時００分 ～ ２０時５０分 

開 催 場 所 高の原小学校 会議室 

担 当 議 員 

班代表者 髙味 孝之 

司 会 者 髙味 孝之 

報 告 者 炭本 範子 

記 録 者 倉  克伊、兎本 尚之 

班    員 
（上記以外） 

吉元 善宏、西岡  努  

 一般参加者数 ７人  

 

 

 

 

 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

 

 

 

Ｑ：バス運行事業の実績はどのようになっているか。きのつバスは便利

なので、是非存続してほしい。 

Ａ：きのつバスは奈良交通に委託しており、約４，９００万円の負担、

利用者数２４５，８５７人。当尾線は約１，４５０万円、１６，７８

８人。山城地域は約６００万円、９，８４０人となっている。 

  地域公共交通総合連携協議会で、サービス再検討調査結果に基づき

新たな交通サービスの実現に向け検討されている。 

 

Ｑ：学校の警備が機械警備に変更されるのはなぜか。 

Ａ：安全面を確保しつつ経費削減ができるためである。 

 

参加者の意見：一人の警備員よりも機械警備の方が安全だ。 

 

Ｑ：国民健康保険の運営状況はどうか。 

Ａ：加入世帯は８，６５２世帯で、全世帯の３３％である。開業医数の

増加や低所得者の増加により、状況は厳しい。 

  平成２２年度に税率が改正されたことや収納率のアップ等により、

２３度決算では黒字決算となっている。 

 

参加者の意見：国保加入の健康な人の保険税の返還すれば、健康に注意

をするのでは。 

 

Ｑ：市外に向かって市の売りは何なのか。 

Ａ：総合計画の目指すべき将来像「水・緑・歴史が薫る文化創造都市」

を実現する中で、文化財の数が京都府内で京都市に次いで２番目であ

ること。また、若い世帯が増え、人口が増加していることと考える。 

 

参加者の意見：農業をされている方々は大変だと思うので、有害鳥獣対

策の事業は頑張ってほしいと思う 



 

  上記のとおり、報告します。 

 

平成２４年１１月２９日 

 

木津川市議会議長 尾 﨑 輝 雄 様 

 

           市民と議会のつどい（平成２４年第２回議会報告会）  

 

第３班 代表者  髙味 孝之  

質問・要望 

 等で行政側

へ報告すべ 

き内容 

 無し。 

そ の 他 

特 記 事 項 

○他に、「６月議会での請願に反対された理由を教えていただきたい。」 

「各議員は、木津川市の将来のビジョンはどのように考えているのか。」 

との質問があり、それぞれ発言を行った。 
  

  

  

  


